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益 田 翔 陽 高 等 学 校 

■三江線の２０１８年３月の廃止が決まった。その前に一度は乗らなくちゃっと思い、川本先生と相談したが江津駅始発６

時、その後が１２時３０分ということで、その計画は頓挫してしまった。 

●が、先日（１１／３）広島に妻を送った帰り、三江線の経路に沿って江津まで帰ることを思いついた。安佐のパーキング

で「尾道ラーメン」を食べ、さぁー出発。中国縦貫道の高田で降り、天空の駅「宇都井駅」を目指した。 

●宇都井駅には先客がおり、その姿を写真に収めていた。“三江線 宇都井駅 ホームまで１１６段です”の看板に決意

を新たにし２０ｍを登って行った。ホームは三江線ではそう珍しくはないのだが、新神戸駅と同じように、トンネルとトン

ネルの間にある。 

●その起工は大正１５年（1926）。昭和５年（1930）に江津・川戸間が開業し、４５年を隔てた昭和５０年（1985）宇都井

駅のある浜原・口羽間が開業し全線開通となった。江の川に沿って走っているため、 

直線では江津-三次間 60km なのだが、営業距離は 108km となっている。当然その分 

時間もかかる。 

●基本設計から約半世紀がたっての全線開通。この５０年に陰陽を結ぶ他の連絡 

経路が構築され、個人的には全線開通時には、設計当初の目的、役割は相当に失 

っていたように感じた。 

■さて、今年も宇都井駅中心に“ＩＮＡＫＡイルミ おおなん２０１７”が催される。表題は 

そのポスターから 

１１月２５日（土）２６日（日）  １６：００～２０：３０  

実行委員会作成のポスターには三江線の時間表抜粋が載っているが、右図は 

虫メガネでも無理。ＩＮＡＫＡイルミ邑南で検索するといい。 

百舌鳥が 
てっぺんに 

落葉しはじめた   
   樹 
     山頭火 

さよなら、銀河鉄道！ 最後の三江線 
 

邑南町教育委員会作成 

のポスター 

■昨年３月卒業の桐木怜司さん（ポリテクカレッジ島根：電子情報技術科２年生）が名古屋市で行われた「第

１２回若年者ものづくり競技大会」のＩＴネットワークシステム管理種目で銅賞を受賞の様子が山陰中央新報に

記載（10 月 26 日）された。 

●競技会は８月３日～４日に行われている。記事によると、 

「大会では単純なミスをおかし、目標の金賞には届かなか 

った」ということであった。 

●本校在学時の桐木さんの印象は控えめな生徒。静かに燃 

える感じ、大会での活躍もそんな努力があったのだろう。 

 おめでとう ございました。 

先輩は 頑張ってます 

「第１２回若年者ものづくり競技大会」銅賞 

 

ガッツポーズの桐木さん 

ポリテクカレッジ島根 HP から 


